
GPN輸配送シンボルマークをお使いいただくには、使用規定をお読みの上、以下にご記入下さい。
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グリーン購入ネットワーク(GPN)

GPN輸配送シンボルマーク使用申込書
グリーン購入ネットワーク事務局長殿
GPN輸配送シンボルマーク使用規定に従って、以下の通りシンボルマークの使用を申し込みます。
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	貴社・貴団体名
	担当者部署名

	担当者名

　　　　　　　　　　　　　印

	住所　〒　　　－


	TEL
	FAX

	E-mail（確認用）



	使用用途（会社案内、環境報告書、名刺など具体的にご記入下さい）

	使用開始日　　　　　　年　　　　月　　　　日

	併記する表現：以下の選択肢A～Eより選び記号に○をつけて下さい。
A　『（貴社名は）（GPN会員として）「取組の対象事業所・工場名」における輸配送のグリーン契約に取り組んでいます』

B　『（貴社名は）GPNGL-19「輸配送（貨物自動車）」契約ガイドラインに基づき、輸配送のグリーン契約に取り組んでいます』 

C　輸配送のグリーン契約に取り組みましょう

D　具体的取り組み事例の表記の追加
　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

E　グリーン購入ネットワークの紹介記事に使用する

	添付資料１： 【必須】レイアウト（資料）を添付してください。
マークの配置や大きさのバランス等が分かるものを添付して下さい。「併記する表現」の位置も分かるように示して下さい。また、資料の内容は以下に記して下さい。

	添付資料２： 【必須】荷主の方のみ「輸配送における荷主向け環境取組状況チェックリスト」および根拠資料（貨物運送事業者との契約を示す書類）を添付してください。
· GPN輸配送シンボルマークの使用承認後、チェックリストがGPNホームページ上に開示されます


以上をご記入の上、ご郵送或いはメールにてお送り下さい。

· GPN輸配送シンボルマークをご使用いただけるのは、それぞれ申込･承認の手続きがあった用途、目的、レイアウトに限ります。変更が生じた場合には、直ちに再申請をお願いします。
【申込書送付先・問合せ先】グリーン購入ネットワーク事務局

〒103-0002　東京都中央区日本橋馬喰町1-4-16　馬喰町第一ビル9階

TEL：03-5642-2030／FAX：03-5642-2077／E-mail：gpn@gpn.jp

GPN輸配送シンボルマーク使用申請用（荷主用）
輸配送における荷主向け環境取組状況チェックリスト

荷主が環境負荷低減に向けて考慮すべき事項

	１．環境取り組み体制

	□ 1．環境方針等を策定している

	□ 2．環境目標を設定し、環境マネジメントシステムの構築・実施、継続的な改善を図っている

	□ 3．輸送に係わる取組範囲の明確化、行動計画の作成、CO2排出量の把握、定期的な報告や見直しを行っている

	□ 4．貨物輸送の環境取組の責任者を設置し推進体制を築いている

	□ 5．貨物輸送の環境配慮に係る社内研修等を実施している

	２．輸送方法の選択

	□ 6．鉄道及び船舶の活用の推進、鉄道コンテナ輸送枠の確保を行っている

	□ 7．輸送効率維持・向上に向けた対応策を検討している（31ftコンテナ、背高コンテナ等の活用、積付方法見直し等）

	□ 8．高度な貨物輸送に係るサービスを活用している（3PL※の活用等）

	３．輸送効率向上

	□ 9．輸送先や輸送量に応じた拠点経由或いは直送の使い分け、輸送ルートや輸送手段の適正化等を行い、全体の輸送距離が短縮するように貨物輸送事業者に依頼している

	□ 10．発注の計画化及び平準化を図り、取引単位（ロット）を大規模化、配送頻度、納品回数の削減、リードタイム（発注から納品までに必要な時間）、ジャスト・イン・タイムサービス（曜日・時間指定）を見直している

	□ 11．車種・貨物の積載量・車両台数の適正化、積み合わせ輸送・混載便の利用を依頼している

	□ 12．受注時間と配送時間、受け渡し方法のルール化を図り、緊急配送を回避するよう計画的な配送を実施している。例）朝夕のラッシュ時、積載効率の低い曜日等の避けた輸配送を運送事業者と共同実施等

	□ 13．共同輸配送を実施している

	□ 14．荷主が保有する自家用トラックについては、極力、営業用トラックへ転換（自営転換）している

	□ 15．［自家用トラックの取り扱い］荷主の利用用途に応じて、自家用トラックを必要とする場合は、自家用トラックの利用方針や利用計画を作成し、車種、貨物の積載量、車両台数の適正化を図り、エネルギー使用量等を把握し、改善に向けて運用している

	物流拠点等の整備・運用

	□ 16．物流拠点における施設間の適正配置や集約化、荷受けや仕分け等の業務の効率化に配慮した物流拠点の整備、物流施設の機械化等を行っている

	□ 17．路上駐停車の防止、交通流の円滑化のために荷捌き場や駐停車場所、運転手控え室、進入出路等について、関係事業者や地方公共団体等と必要に応じて調整し整備している

	情報化・標準化の推進

	□ 18．検品、荷役、保管等の簡略化を図るため、国内物流EDI（電子データ交換）標準や出荷・輸送・受荷一貫ラベル、無線自動識別装置等のネットワーク技術を活用している

	□ 19．帰り荷の確保に資する求貨・求車システムを活用している

	□ 20．輸配送管理システムを活用した積載効率の向上や効率的な輸送ルートの選択をしている

	□ 21．道路交通情報通信システム（VICS）を活用し、交通の円滑化、輸送時間の短縮、的確な状況把握による安全性の向上に努めている

	４．低公害・低燃費車等の利用割合の向上

	□ 22．低公害・低燃費車等※の利用に取引事業者と取り組んでいる

	□ 23．燃費改善につながる機器やアイドリングストップに寄与する機器（蓄熱ヒーター、蓄冷クーラー等）の導入に取引事業者と取り組んでいる

	５．エコドライブの推進支援

	□ 24．エコドライブ推進や物流効率化のための検討の場を設け、定期的な改善に向けて取り組んでいる

	□ 25．エコドライブ推進マニュアルの有無やドライバーに対する教育や研修の実施、車両整備や点検等の実施状況を取引事業者に確認している

	□ 26．エコドライブ支援機器（デジタルタコグラフ等）の導入状況を取引事業者に確認している

	□ 27．より正確なエネルギー使用実態や取組効果を把握できるように、取引事業者にデータを求めている

	６．環境に配慮した物流資材（パレット、梱包材）の利用

	□ 28．パレットや梱包材等の物流資材は、環境に配慮したもの（リサイクルの容易性、廃棄物の発生抑制などに寄与）を利用している

	□ 29．レンタルパレットの利用や自社パレットの回収・再利用等によるリユースを実施している

	□ 30．使用済みパレットの回収システムを構築し、工場、倉庫、トラックの全てに適したパレットサイズに統一することで一貫パレチゼーション※を実現し、輸送効率の改善を行っている

	７．環境に配慮した製品開発の実施

	□ 31．工場に近い場所から極力部品等を調達し、輸送距離の削減を図っている

	□ 32．物流単位を考慮した商品設計、貨物の輸送に併せた生産体制を築いている

	□ 33．商品荷姿の標準化により積み合わせの容易化を図っている

	□ 34．輸送効率を考慮した製品や包装資材の軽量化、小型化を図っている

	□ 35．製品使用後の廃棄物・リサイクル資源等の静脈物流を予め考慮した製品開発を行っている

	□ 36．貨物輸送にあわせて、出庫時間を調整できる生産体制を構築している

	□ 37．生産工程におけるトラブル等が起きた場合は、速やかに貨物輸送事業者に連絡し、輸送に滞りが起きないように努めている

	□ 38．返品に関わる条件（返品物流費等）を書面等で透明化し、返品物流の削減に取り組んでいる

	

	８．荷主と貨物輸送事業者との連携

	□ 39．「エコ商品ねっと」掲載事業者である貨物運送事業者（実運送事業者）と運送契約を結んでいる、或いは、利用運送事業者と運送契約を結んでいる場合は、当該契約に係る輸送に関して、「エコ商品ねっと」掲載事業者である貨物運送事業者（実運送事業者）を利用している。
※「エコ商品ねっと」掲載事業者とは、環境経営や安全性、環境取組において、いずれかの第3者評価を受けた事業者であることを指す（本ガイドラインＰ11～18を参照）。
■運送契約を結んでいる貨物運送事業者名又は利用運送事業者名
 （契約事業者が3社以上の場合は別途添付して提出してください）

· 会社名1 ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
· 会社名2 ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
· 会社名3 ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
· 　グリーン購入ネットワーク（GPN）会員である
·   上記の取組を全社で実施している　　／　　□  事業所・工場単位で実施している
上記取組の対象事業所・工場名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
上記の記載内容に誤りのないことを確認し、別紙「GPN輸配送シンボルマーク使用申込書」を添付して、GPN輸配送シンボルマークを申請致します。
　　　　　　　　　　　　　　申請日　　　　年　　月　　日
事業者・団体名：　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当部署）　　　　　　　　　　　　　　
責任者：（役職） 　　　　　　 　　　　　　　　　　　（氏名）　　　　 　　　　　　　　　印  
担当者：（役職） 　　　　　　　 　　　　　　　　　　（氏名）　　　　 　　　　　　　　　印  
TEL：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 FAX：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
E-mail：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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※ 本チェックリストは、GPN輸配送シンボルマークの使用申請時に提出が求められます。GPN輸配送シンボルマークの使用が承認された場合は、GPNホームページ上に情報開示されます。
【用語解説】
※ 3PL： 荷主企業に代わって最も効率的な物流戦略の企画立案や物流システムの構築の提案を行い、物流部門を代行し、高度の物流サービスを提供すること
※低公害・低燃費車等：
天然ガス自動車（CNG車）、ハイブリッド自動車（軽油）、電気自動車、ポスト新長期規制適合車を示す

※一貫パレチゼーション：

発地から着地まで一貫して同一のパレットに貨物を積載したまま輸送を行うこと。拠点ごとでの積み替えが不要になり、作業時間の短縮に繋がるなどの効果が確認されています。一般に、製品サイズに合わせて多様な形態やサイズのパレットが用いられることによって、相互利用できないことが課題となっています。サイズの統一に関しては、国際標準規格であるISO 6780に定められている。
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